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越前和紙バレー創造事業整備計画

06 紙の森再生事業

1. 今立地区の人工スギ林の現状と事業の狙い

民間

2024 2025 2026 2027 2028

越前市 組合

3. 植樹林の観光活用（案）

近年の豪雨災害の増加、獣害被害の拡大を受け、中山間地および谷地の集落においても、改めて身近な自然環境の保全、
手入れが求められている。本事業においては、五箇地区周辺の人工スギ林の段階的伐採、植え替えを検討、実施していく。
この過程において五箇地区在住の小中学生に植樹の機会を提供する、植え替え樹木にミツマタ等を加え記念紙の原材料
をつくるなど紙漉きの里としての教育事業、地域ブランディングにつなげていく。

人工スギ林の現状
　越前市の面積のうち森林が
Ž�Š�”�Ø
u�x 14,186ha と約 6割を占めている。そのうち個人、市及び県が
所有している森林、すなわち民有林が 14,131ha あり、民有林が 99. 6% を占めている。また民有林のうち
人の手が入っている森林、すなわち人工林が 7,805 ha と民有林の約半数が人工林となっており、そのほ
とんどがスギ林となっている。特に味真野、今立地区はその中でも早くから植樹が行われたため樹齢の高
いスギ林の割合が高い地区となっている。
岡本・南中山・服間地区はここ 10年（2012 年～2022 年）の人口減少率が -15%以上と市内でも高いエ
リアとなっており、今後の人工スギ林の維持管理の課題となっている。

本事業の狙い
　本事業では上記人工林の現状を踏まえ、越前和紙バレー創造のため人工林の段階的伐採、植え替えを検
討、実施していく。本事業の狙いは以下の通り。
①自然災害・獣害の予防
　手入れが行き届かず、樹齢が高くなった杉林は 山全体の保水力維持という観点では問題がある。獣の
活動範囲が里側に降りてくるなど獣害の発生にもつながる。
② 自然景観の質向上
　インバウンド観光の増加によって、自然資源との共生という視点で伝統工芸産地の森林が注目される機
会が増えてくると考えられる。森林の再生は長期的な目線で産地観光を考える際必須になる。

以下３つの植樹林の利活用を図っていく。本事業を持続的なものとするため、産地観光の取り組みの
一貫として、来街者の増加、地域ブランディングへの好影響という観点を重視する。

4. 事業の進め方

2. 伐採と植樹方法
五箇地区の人工林の植え替えの際には、既存林を活かした段階的な植え替えを計画する。既存林は 1/3
程度を残して伐採し、材は資源として買取をしてもらう。残った杉に鹿よけネット等を設置し、切り
株を残したまま、ミツマタなど紙の原料、成長の早いクヌギ等の広葉樹を植樹する。

スギ

Phase1：密集した人工スギ林の伐採 Phase2：鹿ネットの設置と植樹 Phase3：広葉樹の育成管理

スギ

スギ切り株

広葉樹

ミツマタ

案１：小中学生による記念植樹
地域の小中学生を対象に植樹の機会を提供する。植樹し
た木は自分たちの木として管理にも定期的に関わり、地
元の森を育てるメンバーとなってもらう。
また育成後はその木を活かした紙漉きに参加し、記念紙
として卒業式や成人式で使用する。

案２：植樹林を活かしたプロダクト製造
植樹林から紙の原材料を得て、和紙製品を製造、販売を
行う。紙の森の再生というメッセージ性とともにプロダ
クト開発・販売を行うことで、活動原資を得るとともに、
地域ブランディングにつなげていく。また和紙工業組合
の物販店等、産地内での販売を行う。

案３：植樹、育成体験の販売
伝統工芸産地での自然環境再生という取り組みは SDGs
の観点より教育価値が高いと考えられる。自然再生の現
場をみたい、SDGs の取り組みに参加したい、カーボン
ニュートラルに取り組みたいといった方々に対し植樹や
育成の体験、実際の紙漉きを体験プログラムとして提供
し、新たな関係人口を獲得する。

観光協会 その他

　本事業は、人工スギ林の所有関係を確認しながら、産業関係者、地区住民、教育関係者などが連携
し進めていく必要がある。事業検討・開始時は本委員会委員が声かけを行い、有志による現地確認か
ら開始し、徐々に関係者を増やしていくことが望ましい。また市としても植樹活動にかかる実費の負
担などについて検討していく必要がある。
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07 体験プログラム造成・高付加価値人材育成事業
民間

2024 2025 2026 2027 2028

越前市 組合 観光協会

和紙産業の新たな売り上げを確保するため、新規の顧客開拓が欠かせない。越前和紙の生産額が減少傾向をみせる
中、業務用の顧客開拓は、単価が高く、歴史性・特別感を評価してくれる層へと販売チャンネルを広げていく必要
がある。本事業では、新規の顧客開拓につながるよう業務用、一般用それぞれに対し、産地と商品の「伝え方の開発」
と「伝える人材の育成」を行う。単なる物見遊山ではない産業観光のあり方を模索していくことで、地域の売り上
げ増加、産地の持続に貢献できる産業観光のノウハウ蓄積を目指す。

1. ターゲットイメージ 3. toB 対策

①イベント出店
　インテリア関係・建築関係者向けのイベント（BAMBOO EXPO等を想定）への出店を検討する。
イベントの出店にあたり、必要な広報物、展示方法の検討も行うとともに、販売に従事するスタッ
フの教育も専門家の助言を得ながら進めていく。

②マテリアルツアー
　①のイベント等での PRも経て、toB 向けの産地ツアー（マテリアルツアー）をモニターツアー
として実施する。toB 向けにどのような説明をすればよいかを事業者と専門家が一緒になって検
討する機会を複数回設け、シナリオを作成する。ターゲットや先方のニーズに合わせ、説明方法
も変わってくることが想定されるため、シナリオは複数のパターンを用意することが望ましい。

 ③ 受注までの体制整理
　①、②と並行しながら実際に新規顧客獲得に至るまでの流れを整理し、対策を講じておく必要
がある。場合によっては問屋も含め①、②の開催後の参加者情報を共有するなど、機会損失にな
らないよう受注につながる体制の整理も同時に進めていく。

4. 高付加価値人材の育成

①大学機関と連携したガイド養成の実施
地元大学機関と連携し、ガイド人材の養成を行う。「２」「３」の結果を受け、必要な人材像を明
確にした上で、大学機関の人的資本も活用したプログラムの検討を行う。

② 大学機関への現場ノウハウの提供
①の実施と並行し、県内の観光ガイダンスのレベル向上のため、大学に対し現場で得られた経験
値や注意点を共有し、教育プログラム造成を進める。

③ 他地域との連携した研修・相互教育プログラムの開発
主に北陸の伝統工芸産地等と連携し、①②のプログラムの一貫として、相互交流・相互教育の機
会を創出していく。

2. toC 対策

一般用（toC）の施策として、以下の事業を検討、実施する。
① モニターツアー実施に向けたガイド脚本の制作
　正しく産地の情報、製品のポイントを伝えるため、ガイディングのプロによるガイド向け脚本
の制作を外注する。脚本に基づき必要な情報を伝えることで、ガイディングの質の担保と提供情
報の統一を進める。
②ガイドによるモニターツアーの実施
　①の成果をもとに実際に脚本を使用したガイディングをモニターツアーを通じて実施する。イ
ンバウンド需要の増加に合わせ外国語でのガイドについても導入検討を行う。
③エリア外との連携体制の構築
　北陸新幹線延伸にともなった観光需要の喚起のためにも、産業観光に関係する他エリアとの連
携を模索し、より新規顧客への訴求力を高める検討を行う。
④受け入れ窓口の統一
　②を実際に運用していくため、問い合わせ・申し込みの窓口の一本化を進めていく必要がある。
問い合わせ先を統一して周知する、事業説明用 HP、パンフレット等の制作を行うなど利用者、
協力事業者にとっても分かりやすい予約、相談動線のあり方を検討する。

ハイエンド

toB（業務用） toC（一般用）

トップクリエイター
 建築家 /デザイナー 
/ アーティスト /シェフ

クリエイター（ミドル層）

高付加価値旅行者（ハイエンド層）
 観光庁が指定する訪日旅行１回当たりの総  
消費額 300 万円以上／人の旅行者

休暇と学びを同時に楽しむ層 
 　異文化好奇心を持つ旅慣れた知的旅行者
 　中長期の滞在による異文化交流を好む層
特定の趣味・嗜好を重視する層 
 　特定の趣味を旅の主目的とする旅行者
 　探求心や制覇欲求の強い層



Page

14

title

越前和紙バレー創造事業整備計画

08
観光協会

宿泊施設整備事業

1. 整備の方針

民間

2024 2025 2026 2027 2028

越前市 組合

2. タイプの異なる宿泊施設のパターン例

産業観光の拠点となる宿泊施設を整備する。越前和紙の価値に共感する多様なターゲットの受け入れを目指し、古民家や文化財
を活用した産地ならではの宿泊施設整備を目指す。宿泊客が工房見学や体験事業を行うこと、宿泊施設自体を商談会場として利
用すること、整備段階で宿泊施設の建築や装飾に越前和紙を利用することによって、産地事業者の収益増加を目指す。これは職
人にとっても来街者との直接的な接点となり、消費者の生の声やを聞く機会にもつながると考えられる。

①「越前和紙の価値に共感する多様なターゲット」
が滞在するために複数の宿泊施設を整備。

②五箇地区に集積させる

五箇地区にある複数の古民家を改修した分散
型の宿泊施設を整備。越前和紙を設えた客室
で工芸のある暮らしを体験することができ
る。職人との交流を楽しむことができるバー
ラウンジの整備や、工房見学の実施など、産
地の事業者が観光客とより密接にコミュニ
ケーションを取ることを目指す。

客室数：６室以上 ( 収容人数  4 名 / 室 )
客単価：1.5 万円～

　工芸に対しての理解が深まる文化体験型の宿泊施
設、ハイエンド層をもてなす上質なホテル、団体で使
用できる（和紙づくりを学びにきた研修生等も利用で
きる）施設などの、タイプが異なる宿泊施設を段階的
に整備することを想定する。地域にある空き家や文化
財を活用し、ツアー・工房体験や観光ガイドなどのソ
フト事業とも連携する。

　上記複数の宿泊施設は五箇地区に集積させることが
望ましい。複数の宿泊施設を近い距離に集積させるこ
とで、産地ガイドや体験プログラムを共同で提供する
取り組みにつながる。また工房やファクトリーショッ
プへ宿泊施設からアクセスしやすいことは利用者の満
足度向上につながる。宿泊施設の集積により、飲食店
や土産店などのテナント出店を呼び込みやすい環境が
生まれる。

・知的好奇心の高い旅行者
・ものづくりの産地とつながりたい
　クリエイター層

・高付加価値旅行者 ( ハイエンド層 )
・国内外のトップクリエイター

・工房で修行したい研修生
・産地で研修を行う団体
・美大生などものづくりを学ぶ大学

文化財に登録されている建物を活かした上質
な宿泊施設。伝統工芸をふんだんに用いた
ショールームとしての客室や、福井県の豊か
な食材を活かした料理を提供し、食を通して
伝統工芸の魅力を伝えられるレストランを備
える。

客室数：10室以上 ( 収容人数  2 名 / 室 )
客単価：4万円～

職人の後継者や、工芸の伝え手の育成に寄
与する中長期滞在向けの宿泊施設を整備す
る。また、通年型スクール事業の受講生な
ど継続的に産地に関わり続ける人材や、企
業の研修の受け入れなどの役割も果たし、
教育的価値や協業価値を提供できる産地を
目指す。

客室数：20室以上 ( 収容人数  1,2 名 / 室 )
客単価：5,000 円～

タ
ー
ゲ
ッ
ト

時
期

整
備
方
針
・
客
室
単
価

必
要
機
能
の
整
理

①文化体験型の古民家ホテル ②文化財を活用した上質なホテル ③中長期滞在者向け宿泊施設

分散型の客室

メイン棟
フロント棟・レセプション(ツアーの受付も行う)

・事務所、厨房、清掃用倉庫

・宿泊者と職人が交流できるカフェバー

・ギャラリー　　・ショップ

・レンタサイクルスポット

・スタッフ用も含めた十分な駐車場 ・食を通して工芸の魅力を伝えることのできる
  コース料理を提供するレストラン
・フリードリンクを楽しむことができるラウンジ
・工芸品を展示するギャラリー
・離れや茶室、蔵など、お屋敷を構成する様々な
   建物を活用した客室
・庭園の眺望をいかした設え

・家電が備え付けられたシェアキッチンスペース
・滞在者同士が交流できるラウンジスペース
・ランドリースペース
・作業環境が備えられた個室

・越前和紙を設え、工芸のある暮らしを体験できる客室。
・一棟整備から事業を成り立たせられる客室数の完備。
・規模が大きい場合には、複数室の整備を検討。

中長期滞在向け宿泊施設

2024 年度　整備開始予定 2025 年度　整備開始予定 2027 年度　整備開始予定
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